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や
ま

だ

山
形
・
山
田
遺
跡

所
在
地
　
　
　
山
形
県
鶴
岡
市
大
字
山
田
字
油
田
ほ
か

調
査
期
間
　
　
一
九
九
七
年
度
調
査
　
一
九
九
七
年

（平
９
）
四
月
―

一

一
月

発
掘
機
関
　
　
鶴
岡
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
真
壁
　
建

。
松
日
亜
紀
子

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
河
道
跡

遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
中
期
―
後
期
、
平
安
時
代

（九
世
紀
ｔ
一
〇
世

紀
）、
中
世

（
一
五
世
紀
）、
近
世
末
―
現
代

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

山
田
遺
跡
は
鶴
岡
市
の
西
部
、

Ｊ
Ｒ
羽
前
大
山
駅
の
南
側
の
、

標
高

一
三

・
五
ｍ
の
微
高
地
上

に
立
地
す
る
。
現
況
は
水
田

・

畑
地
で
あ
る
。
遺
跡
の
周
辺
は
、

北
東
に
向
か
っ
て
流
れ
る
大
山

耐

川
に
合
流
す
べ
く
北
流
す
る
湯

鶴

尻
川
な
ど
の
小
河
川
に
囲
ま
れ

た
低
湿
地
帯
で
あ
る
。
遺
跡
か

ら
西
へ
約
五
臨
ほ
ど
で
日
本
海
に
出
ら
れ
る
が
、
加
茂
丘
陵
の
山
塊
が
途
中
に

存
在
す
る
た
め
、
河
川
は
大
山
付
近
か
ら
北
に
向
か
い
、
庄
内
砂
丘
に
沿
い
な

が
ら
日
本
海
に
注
ぎ
込
む
。
遺
跡
全
体
の
面
積
は
、
約
二
二
万
〆
で
あ
る
。
遺

跡
の
発
見
は
昭
和
三
〇
年
代
の
暗
渠
排
水
工
事
の
際
の
土
師
器
出
上
に
遡
り
、

以
来
古
墳
時
代
後
期
の
集
落
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
き
て
い
る
。　
一
九
八
八
年
に

県
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
県
営
回
場
整
備
事
業
に
伴
う
調
査
が

一
部
実
施
さ
れ

て
お
り
、
九
世
紀
前
半
の
遺
構

。
遺
物
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

今
回
遺
跡
内
に
お
け
る
工
業
団
地
造
成
計
画
が
具
体
化
す
る
に
あ
た
り
、
鶴

岡
市
教
育
委
員
会
で
は
記
録
保
存
を
目
的
と
し
た
緊
急
発
掘
調
査
を

一
九
九
六

年
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
Ａ
調
査
区
か
ら
Ｍ
調
査
区
ま
で
の
面
積
は
約
三
五
〇

〇
〇
ポ
で
あ
る
。
古
墳
時
代
中
期
後
半
―
後
期
ま
で
の
集
落
跡
を
中
心
と
し
て
、

平
安
時
代
前
半
―
後
半
の
集
落
跡
、
中
世
の
溝
跡
な
ど
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ら
は
時
代
に
よ
っ
て
分
布
が
や
や
異
な
る
こ
と
も
判
明
し
て
き
た
。

今
回
紹
介
す
る
三
点
の
木
簡
は
、　
一
九
九
七
年
度
調
査
区
で
あ
る
Ｊ
区
の
古

墳
時
代
―
平
安
時
代
の
河
川
跡
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
河
川
跡
は

平
安
期
に
は
検
出
面
で
幅
二
〇
ｍ
、
深
さ

一
ｍ
前
後
を
測
る
。
最
上
層
に
十
和

田
ａ
と
考
え
ら
れ
る
火
山
灰
層
が
認
め
ら
れ
、　
一
〇
世
紀
の
前
半
代
に
は
埋
没

し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
二
点
の
本
簡
は
、
出
土
し
た
地
点
は
異
な

る
が
、
層
位
は
い
ず
れ
も
中
層
―
下
層
上
面
で
、
出
土
土
器
か
ら
九
世
紀
前
半

の
遺
物
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
河
川
跡
か
ら
東
へ
六
ｍ
離
れ
た
地
点
に
は
二

間
×
三
間
と

一
間
×

一
間
の
セ
ッ
ト
を
な
す
掘
立
柱
建
物
が
三
時
期
分
重
複
し



1997年出上の木簡

て
確
認
さ
れ
て
い
る
。

河
川
跡
か
ら
は
、
木
簡
の
他
に

「安
」
「守
」
「刑
」
「
田
領
」
融
瑚

「〕大
伴
」

「成
継
」
冨
正

「伊
」
「Ｏ
」
な
ど
の
墨
書
土
器
や
、
皿

・
盤

。
曲
物

・
箸
状

木
製
品

。
斎
串

・
弓

・
梯
子
な
ど
の
木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

⑪
　
。
「甘
祢
郷
錦
織
部
果
安
戸
主
栢
姓
□
長
〔印
酬
配
ｒ
□

叉
日
回
』
　

　

　

紹
一妃

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

卜
Φ
釦
×
卜
⇔
×
Ｐ
伽

「大
伴
酒
口
国
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ『巽
∞巽
り

い
は
、
下
端
部
に
若
干
の
久
損
箇
所
が
認
め
ら
れ
る
が
、
ほ
ぼ
原
形
を
留
め

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
文
字
は
二
行
あ
り
、
左
行
上
部
の
「大
口
日
日
翌

は
異
筆
と
考
え
ら
れ
る
。
下
半
部
は
墨
痕
が
薄
く
な
り
判
読
で
き
な
い
文
字
が

多
い
。
裏
面
に
も
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
判
読
で
き
な
い
。
文
脈
か
ら
召
喚
木

簡
と
考
え
ら
れ
る
。
甘
祢
郷
は
、
「和
名
類
衆
抄
』
の
出
羽
国
田
川
郡
の
郷
名

に
み
え
る
。
東
急
本
は

「甘
祢
」
、
高
山
寺
本
は

「其
祢
」
に
作
り
、
文
字
に

異
同
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
木
簡
の
出
土
に
よ
っ
て
、
東
急
本
に
従
う
べ
き
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

②
は
、
下
端
を
尖
ら
せ
た
付
札
状
の
木
簡
で
あ
る
。
下
半
部
は
墨
痕
が
薄
く

な
り
判
読
不
能
で
あ
る
。

（員
壁
　
建
・
松
田
亜
紀
子
）
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